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南アルプス国立公園と関連する取組について

南アルプス国立公園と
関連する取組について
南アルプス国立公園や関連する様々な取組をご紹介します。

— 南アルプス国立公園について —

● 南アルプス国立公園の概要

● 南アルプス国立公園のあゆみ

● 南アルプス国立公園北部・南部エリア紹介

● 南アルプス国立公園へのアクセス

● 南アルプス国立公園を楽しむために 情報収集について

●  南アルプス・カントリーコード

— 南アルプスでの取組 —

● ニホンジカ対策

● 希少野生生物の保護

● 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会

● ユネスコエコパーク

● 南アルプス中央構造線エリアジオパーク

● マイカー規制

南アルプス国立公園指定50周年記念誌
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南アルプス国立公園の概要

南アルプス国立公園指定50周年記念誌

南アルプス国立公園について

　南アルプス国立公園は山梨県、長野県、静岡県の３県にまたがり、東西約 15km、南北約 50km に及ぶ、南北

に長い国立公園です。日本第二の高峰北岳 (3,193 ｍをはじめ、3,000 ｍ級の高峰十座を有する、日本で有数の山

岳公園です。

　南アルプスは日本で氷河が存在した最も南の場所で、キタダケソウやチョウノスケソウなど、氷河とともに南

下してきた植物の生育地の南限となっています。また、ライチョウ等の貴重な野生生物の生息地にもなっていま

す。

　年間の利用者は他の国立公園と比較してもそれほど多くはありませんが、近年の登山ブームにより利用者は増

加傾向にあります。北部の北岳、甲斐駒ケ岳、仙丈ヶ岳は南アルプスの中では比較的アプローチも短く、山小屋

も整備されており、多くの方に利用されています。南部の聖岳、赤石岳、荒川岳等はアプローチが長く、登山者

は相応の体力、装備が必要ですが、最近では、寝具、食事付きの小屋が整備されているため、多くのハイカーに

親しまれています。

荒川岳のお花畑と赤石岳
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南アルプス国立公園について ● 南アルプス国立公園の概要

地 形
　南アルプスは赤道付近にあった海の堆

積物がプレートの動きにより移動し、持

ち上げられて形成されたと考えられてい

ます。堆積岩の一つであるチャートがそ

の起源を物語っています。現在も隆起し

ており、隆起速度は日本一と言われてい

ます。

　南アルプスは、以下の３つの山系から

構成されており、大井川、天竜川、富士

川の源流部となっています。

甲斐駒・鳳凰山系 
　南アルプスの北端に位置する鋸岳

（2,685 m）から甲斐駒ヶ岳（2,967m）、栗

沢 山（2,714m）、 ア サ ヨ 峰（2,799m）、鳳

凰三山の地蔵ヶ岳（2,764m）、観音岳

（2,841m）、薬師岳（2,780m）、夜叉神峠

（1,770m）まで至る山系です。甲斐駒ケ岳

と鳳凰三山は白い花崗岩からなる山です。 

白峰山系 
　北岳（3,193m）、間ノ岳（3,190m）、農

鳥岳（3,026m）と連なる白峰三山は 1 つ

1 つの山が大きく雄大な山系です。北岳

の山頂直下南東斜面はバットレスと呼ば

れる岩壁があります。 

赤石山系 
　仙丈ヶ岳（3,033m）から塩見岳（3,046m）、

荒川岳（悪沢岳 3,141m、中岳 3,084m、前

岳3,068m）、赤石岳（3,121m）、聖岳（3,013m）、

上河内岳（2,803m）、茶臼岳（2,604m）、南

端の光岳（2,592m）にまで至ります。仙丈ヶ

岳、荒川岳には氷河によって削られたカー

ル地形が見られます。 

地蔵ヶ岳　オベリスク

北岳　バットレス

仙丈ヶ岳　小仙丈カール
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南アルプス国立公園指定50周年記念誌

植 生
　標高 2,700m 付近の森林限界を境

にして、その上部の高山帯にはお花

畑が分布し、キタダケソウをはじめ

とした固有種、分布上の南限にあた

る種など貴重な高山植物が群生して

います。森林限界以下には亜高山

帯針葉樹林が形成されており、オオ

シラビソ、コメツガなどを目にする

ことができます。さらに下って標高

1,600m 以下は落葉広葉樹林が形成

されており、ブナ、ヤマボウシなど

多彩な種が見られます。

　このように南アルプスは広大な

森林面積を誇っており、「緑の山岳」

とも呼ばれます。

動 物
　南アルプスは広大な森林が残され

ているため、ツキノワグマ、ホンド

ギツネ、ニホンザルなど 30 種類以

上のほ乳類が確認されています。中

でも国指定の特別天然記念物である

ニホンカモシカはこの公園を代表す

るほ乳類です。

　高山帯には、同じく特別天然記念

物であるライチョウが生息していま

す。南アルプスはライチョウ生息地

の世界南限でとても重要な地域で

す。

　高山蝶などの昆虫もたくさんの種

類数が確認されており、トダイオオ

ナガゴミムシやタカネツトガなど南

アルプスにしか生息していない固有

種もいます。 

森林の垂直分布図

シイ・タブ林

常緑カシ林

モミ・常緑カシ林

ブナ林
ツガ・ウラジロモミ林

コメツガ・ウラジロモミ林

シラビソ林

ダケカンバ林
ハイマツ群落
高山植物群落

標高
2,700m

1,600m

800m

高山帯
（ハイマツ帯）

亜高山帯
（常緑針葉樹林帯）

山地帯・低山帯
（落葉広葉樹林帯）

丘陵帯・山麓帯
（常緑広葉樹林帯）

キタダケソウ

コメツガ、シラビソ林 森林限界

カモシカ

ライチョウ クモマベニヒカゲ
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南アルプス国立公園について ● 南アルプス国立公園の概要

利尻礼文サロベツ
知床
阿寒
釧路湿原
大雪山
支笏洞爺
十和田八幡平
三陸復興
磐梯朝日
日光

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
尾瀬
上信越高原
秩父多摩甲斐
小笠原
富士箱根伊豆

11
12
13
14
15

西海
雲仙天草
阿蘇くじゅう
霧島錦江湾
屋久島
慶良間諸島
西表石垣

中部山岳
妙高戸隠連山
白山
南アルプス
伊勢志摩

16
17
18
19
20

吉野熊野
山陰海岸
瀬戸内海
大山隠岐
足摺宇和海

21
22
23
24
25

26
27
28
29
30
31
32

日本の国立公園

●17
●16●18
●19

●20●21

●22●24

●23

●25●28●26
●27

●29
●30

●31

●32

　日本の国立公園は、日本を代表する自

然の風景地として、自然公園法という法

律に基づいて指定されています。国立公

園は国内に 32 箇所あり、面積の合計は

約 211 万 ha、日本の国土の約 6% を占

めています。

　自然公園法での保護対象は優れた自然

の風景地であり、自然環境保全や生物多

様性保全とは厳密にいえば概念が異

なります。ですが、風景地としての自然

を包括的に守ることにより、自然環境保

全や生物多様性保全に大きく寄与し

ています。

　関東地方の国立公園は、尾瀬や南アル

プスなど山岳地域の国立公園から小笠原

や伊豆諸島などの海浜の国立公園まで

様々な地域の特性をもっています。

地域制自然公園制度
　アメリカの国立公園は、土地のすべてを政府が所有し、公園専用の土地となっています。それに対して、日本の国立公園は公園

専用の土地ではなく、土地の所有形態にかかわらず優れた風景地を国立公園に指定する地域制自然公園制度を採用しています。日

本の国立公園制度は、地域の産業や土地所有者などと調整を図りながら、きめ細かい管理を行うシステムとなっています。

公園計画
　公園計画は自然景

観の保護と公園利用

のために定められて

いる基本的な方針の

ことで、山岳地域や

海域など各国立公園

の特性に応じて定め

られています。

　公園計画は、無秩序な開発などの行為を規制する計画である規制計画と、公園の景観または景観要素の保護、利用上の安全の確保、

適切な利用の増進、並びに生態系の維持または回復を図るために必要な施設設備や様々な対策に関する計画である事業計画の２つ

の体系から成り立っています。

自然保護の取り組み
　国立公園では、自然の風景と豊かな生物多様性を守るため、様々な取り組みを行っています。また、地域制自然公園制度を採用

している日本では、そこに住む地域の方々の協力が不可欠です。地域の方々と恊働し、様々な取り組みを行っています。

国立公園って何？
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南アルプス国立公園のあゆみ

　南アルプス国立公園の歴史は、指定以前の昭和 25年まで遡ります。この年、山梨、長野、静岡３県及び関係

市町村において、南アルプス国立公園指定促進協議会が設立され、その後１５年にわたり、国立公園指定に向け

た努力が重ねられました。

　その結果、昭和39年６月１日、南アルプスは知床とともに全国で23番目の国立公園として誕生しました。ちょ

うど東海道新幹線の開通や東京オリンピックの開催など、高度経済成長を象徴する出来事と重なった時代でもあ

りました。当時の記録では観光振興の対象として、国立公園の指定が望まれていたようでしたが、その後、社会

風潮は世界的にも環境問題へと移り、南アルプス国立公園を核とした地域も、南アルプス・スーパー林道問題や

マイカー規制、ニホンジカ対策など時代に応じた様々な環境問題に取り組んできました。

　一方で、近年南アルプス国立公園を核とした地域が連携した取り組みも精力的に進められており、平成 20年

には「南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク」が日本ジオパークに認定され、平成 26年６月には南アル

プスがユネスコエコパークに登録されました。

History of Minami-Alps National Park  

山梨・長野・静岡の３県が主体となって、南アルプス地域を国立公園に指定することを目指して
発足。

1950年2月　 

大井川源流部の光岳周辺が原生自然環境保全地域として指定され、同時に、南アルプス国立公園
の一部が国立公園区域から編入される。

1976年3月

山梨県芦安村（現、南アルプス市）から北沢峠を通り長野県長
谷村（現、伊那市）を結ぶ林道建設で起こった自然保護問題。
「開発と自然保護との攻防」として取り上げられた。

1967年～1979年 

３県が中心となって実施された、度重なる現地調査や地道な関係機関との調整により、めでたく
南アルプス国立公園が誕生。

1964年6月1日 Anniversary

北岳山頂直下にのみ自生するキタダケソウの保護を図るため、38.5haを生育地保護区に指定。

1994年12月 

安全な通行と自然環境の保全を図るため、2004年から「芦安
－広河原」間で、翌2005年から「奈良田－広河原」間でマイ
カー規制を開始。

2004年6月～

静岡市の呼びかけで、南アルプスに関係する10市町村が、南アルプス地域を世界自然遺産に登
録することを目指して発足。

2007年2月～

自然保護官事務所が開設され、専任の自然保護官が着任。

2008年10月　 

2008年12月 

「南アルプス国立公園指定促進協議会」発足

「南アルプス国立公園」誕生

「大井川源流部厳正自然環境保全地域」発足

「南アルプス・スーパー林道」問題

「キタダケソウ生育地保護区」が設定

広河原までの区間における
マイカー規制

「南アルプス世界自然遺産登録推進協議会」発足

南アルプス自然保護官事務所開設

「南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク」が
「日本ジオパーク」に認定
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高山帯においてニホンジカによる影響が激化していることを受け、関係する15機関による
広域でのシカ対策の連携・情報共有の場として発足。

2009年6月 

2010年6月 

環境省と農林水産省がニホンジカ対策についての計画を策定。

2011年9月

南アルプス高山植物等保全対策連絡会において、高山植物保護を目的とした
ニホンジカ対策についての方針を策定。

2011年3月

2014年6月1日Anniversary

2014年6月12日

History of Minami-Alps National Park  

「南アルプス高山植物等保全対策連絡会」発足

野呂川広河原インフォメーションセンター開設

「南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針」策定

「南アルプス生態系維持回復事業計画」策定

「南アルプスユネスコエコパーク」の登録が決定

南アルプス国立公園が
指定５０周年を迎える
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南アルプス国立公園について ● 南アルプス国立公園のあゆみ

　人の活動の影響を受けることなく原生の状態を維持している地域につ
いて、自然環境保全法に基づき環境大臣が指定している全国５カ所の原
生自然環境保全地域の内の１つです。
　南アルプス南部の間ノ岳に源を発し、赤石山脈・白根山脈の間を南下
する大井川の源流部（静岡県榛原郡川根本町）1,115 ha の区域について、
1976 ( 昭和 51) 年 3 月 22 日に南アルプス国立公園の区域の一部を削除し、組み入れて指定されました。
　ブナを優占種とする温帯落葉広葉樹林からハイマツ帯に至る、中部日本から関東にかけての各植生帯の最も典型的
な垂直分布を呈しています。ニホンカモシカ、オコジョ、ヤマネ等、哺乳類の生息密度が高く、多様な植生を反映し
て昆虫の種類も豊富です。

自然環境保全地域と自然公園の違い
　原生自然環境保全地域や自然環境保全地域は、原生の状態
を維持している地域や優れた自然環境を維持している地域
を、今後も極力人為を加えずに後世に伝えることを目的とし
て指定される地域です。それに対して、自然公園は、自然風
景地の保護とともに自然とのふれあいを図ることを目的とし
て指定される地域であり、歩道やビジターセンターなどが計
画的に整備され、快適で適正な利用が推進されています。

　「スーパー林道」（特定森林地域開発林道）は、木材搬出や森林作業だ
けでなく、観光や生活利用など一般的な道路が持つ多目的な効果も期待
され、昭和 40 年から平成２年にかけて全国 23 の山岳地で建設されて
きました。南アルプスでは、山梨県芦安村から北沢峠を通り長野県長谷
村まで計画区間とする「南アルプス・す・スーパー林道」が昭和 42 年
に着工されました。
　一方、昭和 45 年頃から世界的に環境問への意識が高まり、我が国で
も公害や開発問題が社会の関心を集めました。昭和46年には環境庁（現・
環境省）が発足しています。
　このような中、南アルプス・スーパー林道の建設は自然破壊のおそれ
があるとして自然保護団体による反対運動が展開され、「開発か自然保
護か北沢峠の攻防」という象徴的な自然保護問題として受け止められた。
北沢峠周辺では、工事関係者と自然保護団体がにらみ合い、雨でも降れ
ば一緒にストーブにあたるものの、一歩外に出るとにらみ合い続けると
いう事態になりました。
　環境庁は、北沢峠の未開設区間の工事を中断させ、４年の歳月をかけ
て調査・審議を行った結果、完成後の道路運用を含む具体的な保全対策
を条件として計画を認めました。　昭和 54 年、着工から 13 年を経て現在の北沢峠に至る林道が完成しました。

大井川源流部原生自然環境保全地域

南アルプス・スーパー林道問題

長衛小屋前広場での記者会見

スーパー林道終点より北沢に降りる
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北部エリア紹介 要

日本一標高が高い峠と言われる三伏峠以北を称して、南アルプス北部と呼ばれています。白峰三山（北岳・間ノ岳・農鳥岳）、仙丈ヶ岳、
甲斐駒ケ岳（東駒ヶ岳）、鳳凰三山など、南アルプスの中ではアプローチしやすく、登山者が多く訪れる山域です。
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南アルプス国立公園について ● 北部エリア紹介
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南部エリア紹介 要

三伏峠を境に、三伏峠以南を称して、南アルプス南部と呼ばれています。荒川三山や赤石岳、聖岳など、大きく魅力のある山が連なります。
茶臼岳から光岳までは、樹林帯の中で静香やな山歩きを楽しむことができます。
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南アルプス国立公園について ● 南部エリア紹介
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南アルプス国立公園へのアクセス
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南アルプス国立公園について ● アクセス
南アルプス国立公園指定50周年記念誌



南アルプス国立公園指定50周年記念誌

南アルプス国立公園について ● 情報収集
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南アルプス国立公園を楽しむために 情報収集について

南アルプス国立公園では、登山や自

然観察がその主たる楽しみ方となり

ます。南アルプス国立公園を楽しむ

ために、事前の準備や計画をしっかりとたて、

最新情報を入手しましょう。

また、ルールやマナーを守って、みんなが気持

ち良く利用できる環境をみんなで守って行きま

しょう。
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南アルプス国立公園について ● 南アルプス・カントリーコード

 南アルプス・カントリーコード 登山者の皆様へ７つのお願い

常に快適で安全な登山を心がけていただくとともに、わが国屈指の山岳国立公園である南ア
ルプスの大自然を大切に守り、後世に引き継ぐために、次のことについてご協力をお願いし
ます。

お願い 3

お願い 5 お願い 6 お願い 7

お願い１

お願い 4

お願い 2

この地域の高山植物や動物は、

数回の氷河期を経て、今もなお

山岳の厳しい環境に耐えています。これらの

動植物が、いつまでも見られよう、一人一人

がやさしい気持ちで自然に接し、採ったり、

傷つけたりしないようにしましょう。

犬などのペットを持ち込むこと

は、ライチョウやオコジョなど

の小動物に脅威を与えたり、野生動物の間に

伝染病を持ち込む恐れもあります。ペットは

持ち込まないようにしましょう。

自分で持ち込

んだゴミは全

て持ち帰りま

しょう。

盗聴記念は

写真におさ

め、記念看

板の設置や

岩等への落書きはしないよ

うにしましょう。

山小屋、避難

小屋などのし

施設は遭難救

助の基地とも

なる大切なところです。みん

なできれいに使いましょう。

登山道以外の場所には貴重な高

山植物や多くの野生動物たちが

生息しています。登山道を外れて

の歩行や写真撮影は、行わないよ

うにしましょう。

先の尖ったストックは危険であ

るばかりか、他の利用者に迷惑

を及ぼしたり、植物や歩道をいた

める場合があります。使う場所を

考える、ゴムキャップの利用など

を心がけましょう。
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　平成 24 年度、南アルプス国立公園の特別地域である
南アルプス林道沿いにおいて指定植物のミヤマハタザ
オ約 800 株を採取し、自然公園法違反で検挙され、罰
金 20 万の実刑判決を受ける事件がありました。採取の
目的は、高山蝶であるクモマツマキチョウの卵や幼虫
を食草ごと狙ったものでした。

　この事件を受けて平成 25 年度から、環境省、山梨
県、南アルプス警察署、南アルプス市では合同パトロー
ルを実施し、監視の強化の姿勢を一丸となって打ち出
しました。また、違法な植物採取の禁止を通じて高山
蝶の保護を図ることも含め、幅広く国立公園を訪れる
公園利用者に対してルールやマナーを呼びかけるために「南アルプス国立公園カントリーコード」を取り入れたポス
ターを環境省、林野庁及び３県 10 市町村の連名で作成し、普及啓発の強化に取り組みました。しかし、この年にも
続けて検挙者がでる状況となってしまいました。

　今後も引き続き関係機関一同で協力しながら、このような事件の予防や南アルプス国立公園の利用におけるルール
やマナーの普及啓発に努めていきます。

南アルプス国立公園におけるルール・マナーの啓発について

南アルプス国立公園について ● ルール・マナーの啓発について
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南 ア ル プ ス で の 取 組

ニホンジカ対策

　南アルプスで近年最も問題と

なっており、様々な機関が協働で

取り組んでいるのがシカ対策です。

1990 年代末から、シカによる高

山の「お花畑」への影響が報告さ

れるようになり、その後の 10 年

間で急速に影響が拡大、深刻化し

ています。

　シカの痕跡は、亜高山帯上部か

ら高山帯の南アルプスほぼ全域で

見られ、ダケカンバ林内の林床植

生や高茎草本群落をはじめ、重要

な「お花畑」の衰退が確認されて

います。またシカが好まない植物

ばかりが繁茂して植生が単純化し

たり、シカの往来によって地面が

雨などによって浸食され、土壌が

流失してしまった場所もあります。

　高山・亜高山帯の植物は環境の

変化に対して脆弱であり、一度衰

退するとその回復に長い年月を要

します。また植物相や植生の衰退

は、動物の生息環境の劣化にもつ

ながります。

　そのため環境省や林野庁、関係

３県 10市町村で構成される「南ア

ルプス高山植物等保全対策連絡会」

が平成 22 年度から設置されてお

り、シカ対策を中心とした高山植

物保護対策の情報共有を図ると共

に、平成 23 年３月に「南アルプス

国立公園ニホンジカ対策方針」が

合意・策定されました。それを踏

まえ平成 23 年９月には、農林水

産省及び環境省により「南アルプ

ス国立公園 南アルプス生態系維持

回復事業計画」が策定されました。

　高山植物を保全するための具体

的な対策として、防鹿柵の設置や

シカの捕獲、モニタリング調査な

ど、環境省をはじめ、高山植物保

護ボランティアネットワークや南

アルプス食害対策協議会、各県市

町村が連携・協力しながら取組を

進めています。

　また、様々な機関によるシカの

移動状況調査等の結果から、南ア

ルプスの高山・亜高山帯を利用す

るシカは、群れや個体によって越

冬地や移動経路が異なり、容易に

捕獲できない山奥で越冬している

個体もいることが明らかとなりま

した。これらのシカは、南アルプ

ス及びその周辺地域を広く移動し

ながら生活しています。高山植物

等への影響を軽減させ、高山植物

を回復させるためには、関係機関

が相互に連携し、広範囲に様々な

対策を組み合わせて実施していく

ことが重要となります。

塩見岳植生復元マット

シカ生息密度把握調査の赤外線カメラ

荒川岳防鹿柵設置
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南アルプスでの取組 ● 希少野生生物について

南 ア ル プ ス で の 取 組

希少野生生物の保護について

国内に生息・生育する
希少野生生物の保護

　国内に生息・生育する野生生物

については、その絶滅の危険性を

レッドデータブックやレッドリス

トに掲載しています。

　これら絶滅のおそれのある種

（絶滅危惧 I 類、II 類）とされたも

ののうち、人為の影響により生息・

生育状況に支障を来す事情が生じ

ているものの中から「国内希少野

生動植物種」に指定しています。

　国内希少野生動植物種に指定さ

れている種については、販売・頒

布目的の陳列と、譲渡し等（あげ

る、売る、貸す、もらう、買う、

借りる）は原則として禁止され、

平成 25 年７月には罰則が強化さ

れています。また、捕獲等（捕獲、

採取、殺傷、損傷）についても原

則として禁止されています。

　指定されている種のうち、その

生息・生育環境の保全を図る必要

があると認める場合は、場所を定

めて「生息地等保護区」を指定し

ています。

　また、個体の繁殖の促進、生息

地等の整備等の事業の推進をする

必要があると認める場合は「保護

増殖事業計画」を策定して、保護

増殖事業を行っています。

南アルプスの
希少野生生物について

　南アルプスにおける国内希少野

生動植物種に指定されている種は

複数存在します。ライチョウは平

成５年に指定され、平成 24 年に

保護増殖事業計画が策定されてい

ます。そして、キタダケソウは平

成６年に指定されると共に、北岳

山頂部南東斜面 38.5ha（山梨県

南アルプス市）が「北岳キタダケ

ソウ生育地保護区」に設定され、

翌年（平成７年）には保護増殖事

業計画が策定されています。また、

アツモリソウは平成９年に指定さ

れ、監視事業が行われています。

ライチョウ

北岳防鹿柵の中に咲くキタダケソウ
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南アルプスでの取組 ● 世界遺産登録推進協議会

南 ア ル プ ス で の 取 組

南アルプス世界自然遺産登録推進協議会活動概要

　山梨、長野、静岡の３県にまたがり、我が国を代

表する山岳地帯である南アルプスに深く関係する 10

市町村（韮崎市、南アルプス市、北杜市、早川町、

飯田市、伊那市、富士見町、大鹿村、静岡市、川根

本町）は、県境を越えて相互に連携・協力し、南ア

ルプスの豊かな自然環境の保全に努めるとともに、

その地球規模での普遍的な価値を高め、将来に渡り

継承していくため、平成 19 年２月、南アルプス世

界自然遺産登録推進協議会を設立しました。

　以来、南アルプスの世界自然遺産登録を目指すた

め、「学術的知見の集積」、「保護担保措置の拡充」、「国

民的合意の形成」を検討方針に掲げ、事業活動を推

進しています。

　また、これらの取組を推進するため、様々な分野

の専門家による「総合学術検討委員会」を設置し、

南アルプスの普遍的な価値の立証に努めるとともに、

広く「賛助会員」を募り、講演会やイベント事業を

通して、南アルプスの素晴らしさを共感しながら、

その魅力の普及に取り組んでいます。

　こうした活動が実を結び、平成 20 年 10 月南アル

プス国立公園を専管する自然保護官事務所が設置さ

れ、専任自然保護官が配置されたことで、南アルプ

スの自然環境の更なる保全強化が図られるに至りま

した。また、南アルプスが有する普遍的な価値に磨

きをかけるため、ユネスコエコパークとジオパーク

を推進する体制を整え、平成 20 年 12 月には、長野

県の中央構造線エリアが日本ジオパークに認定され

ました。

　さらに、平成 26 年６月には、南アルプスの豊か

な自然環境と山麓地域に息づく共生文化が認められ、

ユネスコエコパークに登録されました。

　本会を構成する 10 市町村は、今後も相互の連携

を深めながら、これまで培ってきた英知を結集し、

南アルプスを共有財産として守り受け継いでいく取

組を推進していきます。

平成 19 年２月設立総会
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南 ア ル プ ス で の 取 組

ユネスコエコパーク

　 南 ア ル プ ス は 東 西 約

15km、南北約 50km に及

ぶ日本を代表する山岳地帯

で、3,000m 級の山々を 10

座以上有しています。また、

国内でも屈指の多雨多湿地

帯で、低標高から3,000m の

高山帯にかけて顕著な森林の垂直

分布が見られ、高山帯にはキタダケ

ソウなどの固有種や、氷河時代の遺

存種であるライチョウなど南限種

が多く生息・生育する生物多様性

に富んだ自然環境を有しています。

　文化面では古来より急峻な山岳

地形が交流の障壁となり、富士川

水系、大井川水系及び天竜川水系

の流域ごとに伝統的な習慣、食文

化、民俗芸能など個性的な文化圏

が発展し継承されてきました。

　かけがえのない自然環境やそこ

に根付いた特色のある生活文化を

受け継ぎ、自然や文化を体験でき

るプログラム開発などの取り組み

が行われています。

ユネスコエコパークとして
10の市町村が結束

　従来、南アルプスの山々によっ

て交流が阻まれてきた３県 10 市

町村にわたる地域が「高い山、深

い谷が育む生物と文化の多様性」

という理念のもと、南アルプスユ

ネスコエコパークと

して結束。南アルプ

スの自然環境と文化

を共有の財産と位置

づけるとともに、優

れた自然環境の永続

的な保全と持続可能

な利活用に共同で取

り組むことを通じて、

地域間交流を拡大し、

自然の恩恵を活かし

た魅力ある地域づく

りを図ることを目指

しています。

ユネスコ
エコパークとは

　ユネスコエコパークとは、生態

系の保全と持続可能な利活用の調

和（自然と人間社会の共生）を目

的として、1976 年にユネスコが開

始しました。ユネスコの自然科学

セクターで実施されるユネスコ人

間と生物圏（MAB：Man and the 

Biosphere）計画における一事業

として実施されています。地域の

豊かな生態系や生物多様性を保全

し、自然に学ぶと共に、文化的に

も経済・社会的にも持続可能な発

展を目指す取り組みです。

　ユネスコエコパークとは国内通

称で、海外では「BR：Biosphere 

Reserves（生物圏保存地域）」と

呼ばれています。現在、世界では

119 カ国、631 地域、日本では７

地域が登録されています。（2014

年６月現在）

ユネスコエコパーク

南アルプス国立公園指定50周年記念誌
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南アルプスでの取組 ● ユネスコエコパーク

平成26年６月12日、南アルプスユネスコエコパーク登録決定！

登録決定の新聞記事

南アルプス市役所に集まった山梨県内４市町村長達

大鹿村役場

韮崎市役所

伊那市役所

平成 27 年 2 月 14 日 南アルプスユネスコエコパーク登録証授与記念式典祝賀イベント（平成 26年６月15日 南アルプス井川観光会館）

南アルプス国立公園指定50周年記念誌
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　南アルプスの雄大な景色を作り
出す大地の物語は今現在も続いて
います。日本列島が東西から押し
縮められる地殻変動で、南アルプ
スは世界的にもまれな速さ ( 年間
約４ｍｍ ) で高くなっています。
　一方で、たくさんの雨が川とな
り深い谷を削り続けています。
　2008 年、南アルプス ( 中央構造
線エリア）が日本ジオパークに認
定されました。

ジオパークとは

　ジオ（地球）に親しみ、ジオを
学ぶ旅、ジオツーリズムを楽しむ
場所がジオパークです。山や川を
よく見て、その成り立ちとしくみ
に気付き、生態系や人間生活との
関わりを考える場所です。足元の
地面の下にある岩石から宇宙まで、
数十億年の過去から未来まで、山
と川と海と大気とそこに住む生物
について考える、つまり地球を丸
ごと考える場所、それがジオパー
クです。 
   ユネスコの支援により 2004 年
に設立された「世界ジオパークネッ
トワーク」を中心に、世界各国で
推進され、100 地域以上の世界ジ
オパークが存在しています。日本
では、南アルプス（中央構造線エ
リア）を含む全国３５地域が、「日
本ジオパーク」に認定されていま
す (2015 年３月現在）。

南 ア ル プ ス で の 取 組

南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク

鹿嶺高原より〜仙丈ヶ岳（右）と甲斐駒ケ岳（東駒ヶ岳）：伊那市

2008年日本ジオパーク
（大地の公園）認定

花の宝庫入笠湿原（富士見町）

しらびそ峠（飯田市）

中央構造線安康露頭（国天然記念物）（大鹿村）

2008年日本ジオパーク
（大地の公園）認定

花の宝庫入笠湿原（富士見町）

しらびそ峠（飯田市）

中央構造線安康露頭（国天然記念物）（大鹿村）

しらびそ峠（飯田市）

入笠湿原（富士見町）

中央構造線安康露頭（大鹿村）

ジオパークエリア

詳しくは、http://minamialps-mtl-geo.jp/

南アルプス国立公園指定50周年記念誌
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南アルプスでの取組 ● ジオパーク
南アルプス国立公園指定50周年記念誌

　平成 25 年 12 月５日の大会実
行委員会第１回準備会、26年２月
10 日の第１回大会実行委員会を
皮切りに準備をしてきた日本ジオ
パーク南アルプス大会は、長野県
伊那文化会館等において、平成 26
年９月 27日から 29日の３日間に
かけて行われ、３日間の参加者は
延 6,850 名、参加登録者は 748名
となり過去の全国大会を大きく上
回る動員結果となりました。

　大会の個別のプログラムに関し
ては日本ジオパークネットワーク
( ＪＧＮ ) 事務局やＪＧＮ活性化部
会等と事前調整を重ねながら充実
した内容をめざし、また、来訪者
に対するおもてなしのため、関係
団体や多くの市民が参加して交流
会や併催イベント、ジオツアーを
実施しました。

　また、閉会式では大会の実行委
員長である伊那市の白鳥市長より
大会宣言もあり、これらを通して
参加者のジオパークへの理解と地
域同士の交流がより深まる場とな
りました。

日本ジオパーク南アルプス大会（第５回全国大会）開催報告

http://minamialps-mtl-geo.jp/　（「南アルプスジオパーク」で検索！）

日本ジオパーク南アルプス大会日本ジオパーク南アルプス大会
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長野県・飯田市・伊那市・富士見町・大鹿村

メイン会場  伊那市／

第5回日本ジオパーク全国大会

日日日日本本本本ジジジジオオオオオパパパパパパーーーーパーパ ククククククク

雲雲
上上上上上上

雄雄
大大

雄雄
大大

今今今今今
現現

メイン会場  伊那市／

第5回日本ジオパーク全国大会
山岳

と人と
ジオパーク

山岳
と人と

ジオパーク

2014.9/27土～9/30火
長野県伊那文化会館
伊那市生涯学習センター（いなっせ）

ライチョウ

遠山川の埋もれ木

溝口露頭

大鹿歌舞伎

鹿肉ジビエ料理入笠湿原

下栗の里

「信州 山の日」
制定記念事業

主催：日本ジオパーク南アルプス大会実行委員会（長野県・飯田市・伊那市・富士見町・大鹿村・林野庁中部森林管理局南信森林管理署・国土交
通省中部地方整備局天竜川上流河川事務所・国土交通省中部地方整備局三峰川総合開発工事事務所・国土交通省中部地方整備局天竜川ダム
統合管理事務所・環境省関東地方環境事務所・信州大学農学部・飯田商工会議所・伊那商工会議所・伊那市商工会・富士見町商工会・大鹿村
商工会・上伊那教育会・下伊那教育会・南アルプス(中央構造線エリア)ジオパーク協議会）・財団法人自治総合センター
共催：日本ジオパークネットワーク・日本ジオパーク委員会　　 このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

南アルプス国立公園
指定50周年記念事業27土／シンポジウム（開会セレモニー・基調講演）・レセプション など

28日／シンポジウム（分科会・トークセッション・閉会セレモニー）

29月／ジオツアー（飯田市・伊那市・富士見町・大鹿村から）

30火／オプショナルジオツアー（飯田市・伊那市・大鹿村から登山やハイキングへ）

角幡唯介 鈴木みき
ノンフィクション作家・探検家 山系イラストレータ・エッセイスト

トークセッション基 調 講 演

9/289/27

～山と冒険～
南アルプスから
地図のない世界へ

山とジオパーク～山と冒険～
南アルプスから
地図のない世界へ

山とジオパーク

長野県伊那文化会館大ホール 伊那市生涯学習センター（いなっせ）6階ホール
14:30～16:00 10:00～12:00

お問い合わせは……伊那市世界自然遺産登録推進室　〒396-8617 伊那市下新田3050番地　0265-96-8147
伊那市創造館　〒396-0025 伊那市荒井3520番地　　0265-72-6220

南アルプスジオパーク 検索

●参加申込専用ホームページ
http://minamialps-mtl-geo.jp/

写真は大仙丈ヶ岳

じおキャラ大集合

日本ジオパーク南アルプス大会式典

南アルプス国立公園指定50周年記念誌
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南アルプスでの取り組み ● マイカー規制

南 ア ル プ ス で の 取 組

南アルプスのマイカー規制について

　南アルプス国立公園を代表する

山岳の１つである北岳への登山口

で野呂川広河原インフォメーショ

ンセンターがある山梨県の「広河

原地区」へのアクセスルートではマ

イカー規制が実施されています。

　同地区には駐車場が無いため、

過去には数百ｍにも及ぶ路肩駐車

列が生じ、これに伴う慢性的な交

通渋滞と路線バスとのすれ違いに

よるトラブル等が発生し、排気ガ

スによる環境汚染・植生への影響

など環境面への負荷も懸念されま

した。

　このため、平成 16 年からは南

アルプス林道（芦安〜広河原）で、

翌 17 年からは南アルプス公園

線（奈良田〜広河原）でマイカー

規制が開始されました。これらは

元々、南アルプス林道において平

成 14 年から 15 年にかけて規模

の大きい崩落が４回発生したた

め、安全対策工事を円滑に進める

目的で実施されたものでした。

　その後、道路管理者である山梨

県、地元の南アルプス市、早川町

その他関係する機関・団体により

南アルプス山岳交通適正化協議会

が結成され、検討の結果、安全対

策工事のほかに通行の安全や自然

環境の保全を図ることも目的に加

え、南アルプス公園線を含めたマ

イカー規制実施に至ったのでした。

　さらに安全対策工事完了後の平

成 20 年からは、新たに利用者協

力金制度の導入を行い、適正な公

園利用の視点に立ったマイカー規

制に移行し、現在でも「CO2 排

出の低減など、環境保全への寄与」

「広河原地区の快適性の確保」「交

通渋滞の解消による公共交通機関

の定時制確保」「県道・林道での

安全性の確保」など豊かな自然環

境の保全と適正な利用の推進に大

きな役割を果たしています。

広河原地区 野゙呂川広河原インフォメーションセンター
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